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○成績評価の指標 〇成績評価基準（合計100点）○基本情報

科目名 施工１ （Construction Work 1） 到達目標の観点 到達目標

2023年度 授業シラバスの詳細内容

20点 10点
単位数 2 　配当学年 / 開講期 3 年 / 前期

ナンバリングコード L30901
　大分類 / 難易度
　科目分野

建築学科 専門科目 / 応用レベル
建築生産

【関心・意欲・態度】
① 各工事に関して、その概要が説明できる。建設業界の原
価管理の現状と必要性を理解し、報告できる。

テスト
（期末試

験・中間確

提出物
（レポート・
作品等）

必修･選択区分
【知識・理解】

② 構造物の品質を確保する上で必要とされる生産技術を理
解できる。　グループ化の考え方を理解し、実行予算・工程表
との関係を報告できる。

50点必修

※入学年度及び所属学科コースで異なる場合がありますので、学生便覧で必ず確認してください。
【技能・表現・ 
　コミュニケーション】

③ 生産プロセスにおいて与えられた条件に適応するための
工法選択の考え方を理解できる。講師力、伝える力を自分な
りに理解している

10点

構造系科目全般（構造力学、構造設計、材料力学、材料工学、施工2、建築材料実験ほか）

授業コード L090101 　クラス名 -

担当教員名 中西　章敦

（３）アクティブ・ラーニング 「ＰＢＬ（課題解決型学習）」

履修上の注意、
履修条件

教科書を使用しますので必ず持参して下さい。なお、本授業は建設系専門技術者として受験する可
能性が高い建築士や1級建築施工管理・1級土木施工管理技士試験問題に関連する内容です。必
修科目ですので全員が修得する必要があります。
教科書を使用しますが、必要に応じて板書しますので確実に自分のノートを作成して下さい。また、
必要に応じて資料を配布しますが各自でファイルして保存して下さい。本講義は、現場見学や外部
講師による特別授業を実施するので、これらに欠席しないで受講して下さい。

○成績評価の補足（具体的な評価方法および期末試験・レポート等の学習成果・課題のフィードバック方法）
出席1回につき1点を配点しますので休まず出席して下さい。
15回の講義の中で3回のレポート（各5点）を課します。
後半3回の原価管理の講義についての課題について理解道に応じて20点を配点します。
期末試験（50点分）については教科書のみ持ち込み可とします。試験は講義内容を主としますのでメモを書き込んでも下さ
い。
講義の中で、適宜質問を行います。優れた解答をした学生は、記録して加点することがあります。
課題のフィードバックについては、提出後の講義内で説明を行います。

教科書

【思考・判断・創造】
④ 2級建築士試験（施工部門）の問題を理解できる。原価管
理士（仮称）の役割を理解する。 10点

改訂版　図説　やさしい建築施工（及び配布資料）

参考文献及び指定図書
建築施工を学ぶ一級建築士・施工管理技士試験のための重要事項
わかりやすい土木施工管理の実務

関連科目

地域志向科目 該当しない

実務経験のある教員に
よる授業科目

中西章敦（大分県土木建築部における大分県の道路・河川・地域づくりに関する行政）
「近年の建設現場の施工技術や今後の展開に関する講義」

一般社団法人　コスト管理士協会　専任講師による建設コストマネージャー資格取得のための授業
を実施し、前期3回後期3回の受講後、資格試験を受験し合格すれば同資格を得ることができる。

○その他

授業の目的

建築・土木構造物の新設工事を対象に、工事の流れおよび工事管理の主要なポイントについて学
習します。建設工事は「一品生産」であり、したがって生涯が勉強の連続であると言えます。ただし、
工種・工程別に見れば繰り返し・類似の部分も非常に多く、その基本を理解しておくことは非常に重
要です。
後半では建設原価管理に関する内容の授業で、現場における基礎を学びます。後期に実施する内
容（3回）を含めて建設コストマネージャーの内容とし、出席回数と試験結果で資格を与えます。ま
た、「施工」は、一級・二級建築士の学科試験においてそれぞれ出題の20および25%を占める重要
な科目ですので、本講義を通して確実に理解して下さい。
この目的は、ディプロマポリシーにある「生涯にわたって自発的に学習する能力」を身につけるとと
もに、「幅広い技術全般における基礎知識」を学ぶことに合致します。

授業の概要

建築・土木施工の要点を、着工から竣工までの一連の流れに沿って、工種別に説明を行います。
前期「施工1」では教科書の前半部分を講義し、後期「施工2」では教科書の後半部分の躯体工事や
仕上げ・設備工事を取扱います。「施工2」は、「施工1」をの内容を理解していることを前提として進
めますので、確実に理解して下さい。また、配布資料・演習問題として、建築施工管理技士・土木施
工管理技士検定の過去問題を紹介配布して受験の準備を行います。本講義では、現在の建設業
における課題や問題点を自分で探し、どのようにすれば解決できるかを考える力を習得してもらい
ます。
「施工1・2」は施工管理を行うための講義だけでなく、設計事務所への就職を希望する学生にこそ
建築士試験の「施工」分野を学び経験する意味で重要となる科目です。

授業の運営方法

（１）授業の形式 「講義形式」

（２）複数担当の場合の方式

○基本情報

「該当しない」



科 目 名 授業コード L090101 科 目 名 授業コード L090101
担当教員 担当教員

１. 9.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

２. 10.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

3. 11.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

4. 12.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

5. 13.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

6. 14.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

7. 15.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

８. 16.

約2時間
約2時間

2023年度 授業シラバスの詳細内容

学修内容 学修内容

講義ガイダンス、建築・土木生産概論 鉄筋コンクリート工事（１）

○授業計画
施工１ （Construction Work 1）

○授業計画
施工１ （Construction Work 1）

中西　章敦 中西　章敦

復習 関連範囲における2級建築施工管理学科試験問題に取組み提出できる状態に仕上げる。 復習 関連範囲における2級建築施工管理学科試験問題に取組み提出できる状態に仕上げる。

工事契約 鉄筋コンクリート工事（２）

建築・土木における生産活動の特徴的な点について概説し、その生産構造や、建設工事の一連の流れについて説明しま
す。また、2級建築施工管理技術者検定試験の概要について説明します。

鉄筋コンクリート構造とは、鉄筋で補強されたコンクリート構造の意味であり鉄筋工事、型枠工事、コンクリート工事を行う必
要がある。初めにRC　造のつくり方のDVDでその概要を説明します。」

予習 教科書　01建築施工とはの章を熟読しておくこと。 予習 教科書　11鉄筋コンクリート工事の章を熟読しておくこと。

復習 関連範囲における2級建築施工管理学科試験問題に取組み提出できる状態に仕上げる。 復習 関連範囲における2級建築施工管理学科試験問題に取組み提出できる状態に仕上げる。

施工計画 鉄骨工事（１）

工事契約における施工者の選定方法、設計図書につて説明します。
近年の入札では電子入札が行われるなど、入札・契約制度の過去から現在までの実情について学びます。

鉄筋工事については、後期に外部講師として専門家による授業・実習を計画しているので、型枠工事、コンクリート工事につ
いて説明します。

予習 教科書　０2工事契約の章を熟読しておくこと。 予習 教科書　11鉄筋コンクリート工事の章を熟読しておくこと。

復習 関連範囲における2級建築施工管理学科試験問題に取組み提出できる状態に仕上げる。 復習 関連範囲における2級建築施工管理学科試験問題に取組み提出できる状態に仕上げる。

地盤調査・測量 鉄骨工事（２）

現地調査、施工計画書・施工計画図、工程計画について概説し、工程表の作成についてネットワーク工程表を中心に説明し
ます。

鋼構造は、鉄筋コンクリート構造の基礎の上に鉄骨の柱や梁を組み立てることによって成り立つ構造である。その鉄骨造の
つくり方DVDで概要を説明します。

予習 教科書　04施工計画の章を熟読しておくこと。 予習 教科書　12鉄骨工事の章を熟読しておくこと。

復習 関連範囲における2級建築施工管理学科試験問題に取組み提出できる状態に仕上げる。 復習 関連範囲における2級建築施工管理学科試験問題に取組み提出できる状態に仕上げる。

特別講義１（外部講師） 建設原価管理法①建設コストマネージャーの講座を体験する

建築物の基礎設計や土工事の工法などに必要な地盤調査方法（ボーリング、標準貫入試験など）及び測量について説明し
た上で、土質調査法についても概説します。

鉄骨工事の工程は、現場作業と工場作業とに大きく分かれる。ここでは、工場作業と現場作業について説明します。

予習 教科書　06地盤調査07測量の章を熟読しておくこと。 予習 教科書　12鉄骨工事の章を熟読しておくこと。

復習 聴講した内容について感想文レポートを仕上げて、内容の再確認を行い提出できる状態にする。 復習 建設コストマネージャー資格試験問題に取組み課題を精査する。

特別講義２（現場見学会） 建設原価管理法②必要性を考察する

実際に社会で建設業をされている実務家による講義、担当講師が決まり次第通知します。
　※外部講師との日程調整により実施回が変更となることがあります。

建設コストマネージャーとは、建設業界に必要な原価管理の知識及びマインドを兼ね備え、建設企業の原価管理の
社員教育が誰でも行えるようになるものです。全６回の授業を受講することで、資格取得のポイントを付与します。

予習 事前配布資料を読み、受講の際に質問ができるように準備しておくこと。 予習 教科書　02工事契約の章を熟読しておくこと。

復習 見学した内容について感想文レポートを仕上げて、内容の再確認を行い提出できる状態にする。 復習 建設コストマネージャー資格試験問題に取組み課題を精査する。

土工事 建設原価管理法③　建設コストマネージャーの１０か条

建設現場を実際に見学することで有効に学ぶことができます。実際の現場で見学可能な施工法を学びます。作業服・ヘル
メットでの参加になりますが、指定された場所に集合して現場に出発し、現地での説明を受けながら見学します。
　※現場との日程調整により実施回が変更となることがあります。

建設業界の戦後成長期から現在までの業界背景の移り変わりと、原価を管理する必要性について考察します。
理念（Why）目的（～のために）目標（ゴール）行動（アクション）について、１つ１つ掘り下げていきます。

予習 事前資料を確認し見学場所の予備知識をいれておくこと。 予習 教科書　03積算の章を熟読しておくこと。

復習 関連範囲における2級建築施工管理学科試験問題に取組み提出できる状態に仕上げる。 復習 建設コストマネージャー資格試験問題に取組み課題を精査する。

基礎地業工事 確認試験

一般に建築物は地盤の上に建つものである。建物を支える良質な地盤に密着させるためには土を掘削してたどり着く必要
がある。土工事の工程、根切り、山留め、埋戻し、残土処理について説明します。

建設原価管理士（仮称）として原価管理のマインドを伝えるときに必要となる姿勢を考察します。
人に伝えるときに必要な力、しつもん力の育成など各項の「ねらい」を重点的に掘り下げます。
自己紹介、講師としての姿、講座を受講する人の必要とする知識を考察します。

予習 教科書　09土工事の章を熟読しておくこと。 予習 教科書　04施工計画の章を熟読しておくこと。

復習 関連範囲における2級建築施工管理学科試験問題に取組み提出できる状態に仕上げる。 復習 結果を確認し、不正解箇所を確認し訂正する。

地業工事は基礎工事に先立って行われる工事であり、一般的な地業について説明します。 第１回から第1２回の講義内容に関する確認試験を実施します。また、その模範解答を示します。

予習 教科書　10基礎地業工事の章を熟読しておくこと。 予習 確認筆記試験は、持込不可の資格関連問題と持込可の両方を実施するので対応可能な状態にしておくこと。


